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Abstract：In this study, we investigated using interviewed about the differences between 
perceptions of choreography and improvisation of hip-hop dancer.
For hip-hop dancer, improvisation is a dance for the self-expression, choreography, a dance to align 
in a group. It is thought that comparing the interview of a person skilled and novice, who skilled 












































































































































































































































































































































分類 ID 即興 振付
初心者
A
・全力で踊る
・恥ずかしさを払拭
・動きを揃える
・ 悪目立ちへの留意（ニュアンスの違い）
B
・音を聞く ・動きを揃える
・呼吸を合わせる
C
・動きのバリエーション ・動きを揃える
・悪目立ちへの留意
D ・特になし ・振り間違えへの留意
熟練者
E
・オリジナリティ
・胸の動き
・腰の動き
・関節の動き
・動きを揃える
・振付のルールの順守
F
・音取りへの注意（早取り）
・気持ちを落ち着ける
・体のバランス感覚
・動きを揃える
・振付ルールの順守
・ルール上でのオリジナリティ
G
・個性、キャラクターの発揮 ・メンバーとの位置関係
・力加減の強弱
・移動部分
H
・音取りへの注意（早取り・遅取り） ・振り間違えへの留意
・力加減の強弱
・移動部分
I
・バウンス感
・気持ちを落ち着ける
・即興の流れ
・見せ場
・移動部分（目線獲得）
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ランスに注意している」
E：「腰と胸あたりをすごく意識している。」
I：「ヒップホップを踊る際は，跳ねる，バウンス感が大切」
G：「キャラクターを設定して個性が発揮できればいい」
　これらのことより，即興を踊る際に注意している点
は，初心者では，「全力で踊る」ことや，「バリエー
ション」「音を聞くこと」に対して，熟練者では，自
身の踊りへの意識が細分化し，「音取り」や動かす部
位，身体バランスなど意識していると考えられるもの
が多かった。
　一方，振付を踊る際に注意している点は，初心者は
「動きを揃える」部分を意識しているものが多い。ま
た，「悪目立ち」を回避しようとしているものもある。
A：「動きを合わせる，揃えることに注意している。そろってい
ないと汚く見えてしまうので」
B：「周りのメンバーと動きと呼吸を合わせることに気を付けて
いる」
C：「全体が揃うことを一番に考えている」
C：「自己主張をしつつも出過ぎて悪目立ちにならないように気
を付けている」
　一方，熟練者は，「動きを揃える」部分が意識され
ているものの，ルーティーン注１とルーティーンの間
の「移動部分」に注意しているものも多かった。熟練
者は，ルーティーン部分のみならず，これに入る前の
移動部分においても自身の踊りに注意しているといえ
る。
E：「集団ではある程度のまとまりがあることが前提」
F：「自分は苦手であるが動きを揃えることが必要」
G：「移動時に周りとぶつからないかや，その次にスムーズに踊
れるように移動後の自分の立ち位置に気を付けている」
H：「振りに入る前の隊形移動の終わりとかに次のルーティーン
を全力でいけるように準備している」
I：「ルーティーン後の移動のきっかけの時に，メリハリをつけ
てジャンプをしたり弾んだりして，自分にお客さんの目線が向
くようにしている」
また，「力加減」については，ルーティーン内での力
配分に気を付けたり，ステージの状況によって力を配
分されていることもあるといえる。
H：「ルーティーン中に，パワーを出して踊る部分，抑える部分
のメリハリを気にしている」
G：「踊るステージの広さによって，踊る大きさや力加減を調節
する，特に小さいステージではコンパクトに細かく踊るように
心掛けている」
　これらのことから，振付を踊る際に注意している点
は，初心者では，「動きを揃えること」が中心である
のに対し，熟練者は，「動きを揃えること」に加えて，
ルーティーンの中での強弱や，ルーティーン部分以外
についても意識がなされていると考えられる。
Ⅳ　小括
　ヒップホップダンサーにとって即興は，自己表現で
あり，またそれを表現する場であるといえる。即興に
おいて自身のオリジナリティや持ち味を発揮すること
で他のダンサーからの承認を得ることができる。その
ため，熟練者の中にはキャラクター設定をして即興に
取り組むダンサーも存在する。また，即興を踊る際は
熟練者ほど音取りや自身の動きについてより具体的な
部分や身体の一部分を意識しているといえる。
　また，振付を踊る際には，グループでルーティーン
を揃えて踊ることに注意してダンサーは踊っている。
これについて先行研究では，中学生の体育授業で「振
付を覚え」「みんなで一緒に」「曲に合わせて」「間違
えずに上手に」踊れた時に生徒は楽しさを感じている
ことが報告されている（内山，2013）。ヒップホップ
ダンサーにおいても同様に振付を間違えず揃えるこ
とに楽しさを見出している可能性がある。しかしなが
ら，熟練者にはこの全体の「まとまり」のためにルー
ルを順守することを「我慢」ととらえているダンサー
もいる。初心者は，「悪目立ち」という文言を使って
ルーティーンの中で目立ちすぎないようにしているも
のもいた一方，熟練者はルーティーンの中で「まとま
り」を崩さない程度に自分らしさを発揮するという意
味で目立とうとしているといえる。また，熟練者は，
振りつけ以外の移動部分に着目しており，初心者より
もショーの全体に対してより多面的に意識を向けられ
ているといえる。
　このように，ヒップホップダンサーにとって，即興
と振付はそのとらえ方，認識が異なり，同じヒップ
ホップダンスであってもその性質や目標，特徴などが
違ってくると考えられる。
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Ⅴ　まとめ
　本研究では，ヒップホップダンサーの即興と振付に
対する認識の違いについて，インタビュー調査を用い
検討を行った。
　ヒップホップダンサーにとって，即興は自己表現す
るダンスであり，振付はグループで揃えて踊るダンス
である。また，初心者と熟練者のインタビューを比較
した結果，熟練者の方が自身のダンスや作品について
より具体的に多面的にとらえていると考えられる。
注
注１）ルーティーンとは，ダンス作品のうち，グルー
プの全員もしくは，数名で踊る決められたフリのある
部分のことを指している。
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